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【手続補正書】
【提出日】平成30年9月7日(2018.9.7)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　連続流に基づく有機分子の酵素処理のための酵素処理プラントであって、酵素処理領域
を含み、該酵素処理領域が、乱流を発生させて反応混合物を混合しかつ該反応混合物が乱
流生成パイプを通って流れているときの粒子の沈殿を防止するための、繰り返し変化する
中心線および／または繰り返し変化する横断面を有する該乱流生成パイプを含み、該酵素
処理プラントおよび該酵素処理領域が、該反応混合物を15分以上の反応時間の間、該酵素
処理領域内で乱流に供するように設計されている、プラント。
【請求項２】
　前記反応時間が30分超である、請求項１に記載のプラント。
【請求項３】
　前記乱流生成パイプが、変化する横断面積を有する、請求項１または２に記載のプラン
ト。
【請求項４】
　前記乱流生成パイプが波形パイプである、請求項１～３のいずれか１項に記載のプラン
ト。
【請求項５】
　前記乱流生成パイプが、数々の概念的繰り返し単位を含み、該繰り返し単位の数が10よ



(2) JP 2017-529875 A5 2018.10.18

り大きく、より好ましくは20より大きく、最も好ましくは50より大きい、請求項１～４の
いずれか１項に記載のプラント。
【請求項６】
　前記プラントが、前記乱流生成パイプを通る前記反応混合物の流速が2m/s未満、場合に
よっては1m/s未満、場合によっては0.5m/s未満である状態で作動するように設計されてい
る、請求項１～５のいずれか１項に記載のプラント。
【請求項７】
　前記酵素処理領域が、全長が少なくとも50m、場合によっては少なくとも100mである1つ
以上の乱流生成パイプを含む、請求項１～６のいずれか１項に記載のプラント。
【請求項８】
　前記乱流生成パイプの平均直径が、20mm～200mmの範囲内、好ましくは40mm～100mmの範
囲内、最も好ましくは50mm～90mmの範囲内にある、請求項１～７のいずれか１項に記載の
プラント。
【請求項９】
　前記乱流生成パイプ内での前記反応混合物の流れが、1000未満のレイノルズ数、より好
ましくは800未満のレイノルズ数、最も好ましくは600未満のレイノルズ数において乱流と
なる、請求項１～８のいずれか１項に記載のプラント。
【請求項１０】
　前記乱流生成パイプが、該パイプの内面に付着した固定化酵素の層を含む、請求項１～
９のいずれか１項に記載のプラント。
【請求項１１】
　前記反応混合物の特性を変化させる試薬を導入するための注入地点を含み、好ましくは
該試薬が酸、塩基または水である、請求項１～１０のいずれか１項に記載のプラント。
【請求項１２】
　前記乱流生成パイプの少なくとも一部を加熱するための熱交換器を含む、請求項１～１
１のいずれか１項に記載のプラント。
【請求項１３】
　分離機システムを含み、好ましくは該分離機システムが、油および油溶性成分の流れと
、水溶性成分の流れと、沈殿物の流れとを産出するように作動可能な三相分離型デカンタ
ー、ならびに／または遠心分離機および／もしくはフィルターを含む、請求項１～１２の
いずれか１項に記載のプラント。
【請求項１４】
　前記プラントがモジュール式システムである、請求項１～１３のいずれか１項に記載の
プラント。
【請求項１５】
　請求項１～１４のいずれか１項に記載のプラントを装備した船舶。
【請求項１６】
　乱流生成パイプを含む第1酵素処理領域内に反応混合物を通すことを含む、有機分子の
酵素処理方法であって、該乱流生成パイプが、繰り返し変化する中心線および／または繰
り返し変化する横断面を有し、該乱流生成パイプにより発生した乱流が、該反応混合物を
混合しかつ該混合物が該乱流生成パイプを通って流れているときの粒子の沈殿を防止する
ために、用いられ、該反応混合物が、15分以上の反応時間の間、該酵素処理領域内で乱流
に供せられる、方法。
【請求項１７】
　請求項１～１５のいずれか１項に記載の装置を使用することを含む、請求項１６に記載
の方法。
【請求項１８】
　前記第1酵素処理領域の下流にある第2酵素処理領域内に前記反応混合物を通すことを含
み、該第2酵素処理領域内で行われる化学反応が、該第1酵素処理領域内で行われる化学反
応とは異なる、請求項１６または１７に記載の方法。
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【請求項１９】
　前記反応混合物が、鳥、魚、甲殻類、軟体動物、哺乳動物、海水性および淡水性の藻類
、酵母、または油糧種子から選択される原料を含む、請求項１６、１７または１８に記載
の方法。
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